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MITRACLIP を有効な治療法として根付かせるには？ 
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Summary 
経⽪的僧帽弁形成術 MitraClip は、主に⼼不全患者に併発する⼆次性僧帽弁閉鎖不全症（MR）に
対して急激に普及している。保険償還後２年で 2000 例以上に⾏われている。⽇頃実臨床で⼼不全
を扱う循環器内科医としてこの治療の適応、効果等について周知することが重要である。これま
でのエビデンスから、この治療は極めて安全に MR の制御が可能である。⼀⽅残存 MR が⼿術よ
り多いことがわかっており、⼿術可能な⼀次性 MR おいて第⼀選択とはならずハイリスク患者に
限定される。⼼不全に伴う⼆次性 MR においては、外科のエビデンスも乏しい事から MitraClip の
役割が期待されている。特に 2018 年に発表された薬物療法と MitraClip 併⽤群の多施設 RCT 研
究の COAPT 試験では、これまでの外科治療で証明されなかった予後改善効果を認めた。
MitraClip 使⽤を推し進めるランドマーク研究となっている。本講演では MitraClip の適応、エビ
デンスならびに今後の⽅向性について講演したい。  
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